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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信のための方法であって、前記方法は、
　キャリアの第1自己完結型パーティション内で第1無線伝送を基地局によって第1のユー
ザ機器（UE）と送受信するステップであって、前記キャリアの前記第1自己完結型パーテ
ィション内の前記第1無線伝送は、第1物理データチャネル、および前記第1物理データチ
ャネル内で搬送されたデータを復号するための物理制御チャネルシグナリングを含む、ス
テップと、
　前記キャリアの第2自己完結型パーティション内で第2無線伝送を前記基地局によって第
2のUEと送受信するステップであって、前記キャリアの前記第2自己完結型パーティション
内の前記第2無線伝送は、第2物理データチャネル、および前記第2物理データチャネル内
で搬送されたデータを復号するための物理制御チャネルシグナリングを含む、ステップと
、
　を含み、
　前記第1自己完結型パーティションは、第1サブキャリア間隔パラメータおよび第1サイ
クリックプレフィクス（CP）長パラメータを含む第1エアインターフェース構成を割り当
てられ、前記第2自己完結型パーティションは、第2サブキャリア間隔パラメータおよび第
2サイクリックプレフィクス（CP）長パラメータを含む第2エアインターフェース構成を割
り当てられる方法。
【請求項２】
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　前記キャリアの前記第1自己完結型パーティション内で前記第1物理データチャネル内で
搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャネルシグナリングは、前記第1物理
データチャネル内で搬送されたデータを復号するためのすべての物理制御チャネルシグナ
リングを備え、前記キャリアの前記第2自己完結型パーティション内で前記第2物理データ
チャネル内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャネルシグナリングは、
前記第2物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するためのすべての物理制御チ
ャネルシグナリングを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャ
ネルシグナリングは、前記第1自己完結型パーティション内のリソース割り当ておよび前
記第1自己完結型パーティションに関連付けられた基準信号構成を備え、前記第2物理デー
タチャネル内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャネルシグナリングは
、前記第2自己完結型パーティション内のリソース割り当ておよび前記第2自己完結型パー
ティションに関連付けられた基準信号構成を備える、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1自己完結型パーティションは第1ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナ
リングを備え、前記第1ダウンリンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは前記
第1自己完結型パーティションに関連付けられたチャネル状態情報（CSI）報告およびハイ
ブリッド自動反復要求（HARQ）シグナリングを備え、および/または
　前記第2自己完結型パーティションは第2ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナ
リングを備え、前記第2ダウンリンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは前記
第2自己完結型パーティションに関連付けられたCSI報告およびHARQシグナリングを備える
、
　請求項1から3のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第1自己完結型パーティション内の前記第1無線伝送は、第1ダウンリンクデータ伝
送に関連するアップリンク物理データおよび制御シグナリングを備え、前記第1ダウンリ
ンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前記第1自己完結型パーティション
に関連付けられたチャネル状態情報（CSI）報告およびハイブリッド自動反復要求（HARQ
）シグナリングを備え、および/または
　前記第2自己完結型パーティション内の前記第2無線伝送は、第2ダウンリンクデータ伝
送に関連するアップリンク物理データおよび制御シグナリングを備え、前記第2ダウンリ
ンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前記第2自己完結型パーティション
に関連付けられたCSI報告およびHARQシグナリングを備える、
　請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1自己完結型パーティションおよび第2自己完結型パーティションは、前記キャリ
アの異なるサブキャリア周波数を占有する、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　第1エアインターフェースのパラメータおよび第2エアインターフェースのパラメータを
指定する情報は、
　サブキャリア間隔、伝送時間間隔（TTI）、トランスポートブロック期間、サブフレー
ム長、サイクリックプレフィクス（CP）長、および波形
　を備える物理層パラメータのサブセットを備える、請求項1から6のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項８】
　少なくとも1つのプロセッサと、
　前記プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可
読記憶媒体であって、前記プログラミングは、
　キャリアの第1自己完結型パーティション内で第1無線伝送を第1のユーザ機器（UE）と
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送受信することであって、前記キャリアの前記第1自己完結型パーティション内の前記第1
無線伝送は、第1物理データチャネル、および前記第1物理データチャネル内で搬送された
データを復号するための物理制御チャネルシグナリングを含む、送受信することと、
　前記キャリアの第2自己完結型パーティション内で第2無線伝送を第2のUEと送受信する
ことであって、前記キャリアの前記第2自己完結型パーティション内の前記第2無線伝送は
、第2物理データチャネル、および前記第2物理データチャネル内で搬送されたデータを復
号するための物理制御チャネルシグナリングを含む、送受信することと、
　を実行する命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と、
　を備え、
　前記第1自己完結型パーティションは、第1サブキャリア間隔パラメータおよび第1サイ
クリックプレフィクス（CP）長パラメータを含む第1エアインターフェース構成を割り当
てられ、前記第2自己完結型パーティションは、第2サブキャリア間隔パラメータおよび第
2サイクリックプレフィクス（CP）長パラメータを含む第2エアインターフェース構成を割
り当てられる基地局。
【請求項９】
　前記キャリアの前記第1自己完結型パーティションは、第1物理データチャネル、および
前記第1物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するためのすべての物理制御チ
ャネルシグナリングを備え、前記キャリアの前記第2自己完結型パーティションは、第2物
理データチャネル、および前記第2物理データチャネル内で搬送されたデータを復号する
ためのすべての物理制御チャネルシグナリングを備える、請求項8に記載の基地局。
【請求項１０】
　前記第1物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャ
ネルシグナリングは、前記第1自己完結型パーティション内のリソース割り当ておよび前
記第1自己完結型パーティションに関連付けられた基準信号構成を備え、前記第2物理デー
タチャネル内で搬送されたデータを復号するための物理制御チャネルシグナリングは、前
記第2自己完結型パーティション内のリソース割り当ておよび前記第2自己完結型パーティ
ションに関連付けられた基準信号構成を備える、請求項8または9に記載の基地局。
【請求項１１】
　前記第1自己完結型パーティションは第1ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナ
リングを備え、前記第1ダウンリンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前
記第1自己完結型パーティションに関連付けられたチャネル状態情報（CSI）報告およびハ
イブリッド自動反復要求（HARQ）シグナリングを備え、
　前記第2自己完結型パーティションは第2ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナ
リングを備え、前記第2ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナリングは、前記第2
自己完結型パーティションに関連付けられたCSI報告およびHARQシグナリングを備える、
　請求項8から10のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項１２】
　前記プログラミングは、
　前記キャリアの第3自己完結型パーティションを介してエアインターフェース構成情報
を伝送することであって、前記エアインターフェース構成情報は、前記第1自己完結型パ
ーティションを介して前記第1無線伝送を通信するために使用される第1エアインターフェ
ース構成のパラメータと、前記第2自己完結型パーティションを介して第2無線伝送を通信
するために使用される第2エアインターフェース構成のパラメータと、を指定する、伝送
すること
　を実行する命令を含む、請求項8から11のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項１３】
　前記第1自己完結型パーティションおよび第2自己完結型パーティションは、前記キャリ
アの異なるサブキャリア周波数を占有する、請求項8から12のいずれか一項に記載の基地
局。
【請求項１４】
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　前記エアインターフェース構成情報は、前記第1エアインターフェース構成および前記
第2エアインターフェース構成の異なるサブキャリア間隔、シンボル期間、サイクリック
プレフィクス（CP）長、トランスポートブロック期間、サブフレーム長、または帯域幅を
指定する、請求項12に記載の基地局。
【請求項１５】
　無線通信のための方法であって、
　キャリアの第1自己完結型パーティション内で第1無線伝送をユーザ機器によって送受信
するステップであって、前記キャリアの前記第1自己完結型パーティション内の前記第1無
線伝送は、第1物理データチャネル、および前記第1物理データチャネル内で搬送されたデ
ータを復号するための物理制御チャネルシグナリングを含む、ステップと、
　前記キャリアの第2自己完結型パーティション内で第2無線伝送をユーザ機器によって送
受信するステップであって、前記キャリアの前記第2自己完結型パーティション内の第2無
線伝送は、第2物理データチャネル、および前記第2物理データチャネル内で搬送されたデ
ータを復号するための物理制御チャネルシグナリングを含む、ステップと、
　を含み、
　前記第1自己完結型パーティションは、第1サブキャリア間隔パラメータおよび第1サイ
クリックプレフィクス（CP）長パラメータを含む第1エアインターフェース構成を割り当
てられ、前記第2自己完結型パーティションは、第2サブキャリア間隔パラメータおよび第
2サイクリックプレフィクス（CP）長パラメータを含む第2エアインターフェース構成を割
り当てられる方法。
【請求項１６】
　前記キャリアの前記第1自己完結型パーティションを介して前記第1物理データチャネル
内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャネルシグナリングは、前記第1
物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するためのすべての物理制御チャネルシ
グナリングを備え、前記キャリアの前記第2自己完結型パーティションを介して前記第2物
理データチャネル内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャネルシグナリ
ングは、前記第2物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するためのすべての物
理制御チャネルシグナリングを備える、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第1物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャ
ネルシグナリングは、前記第1自己完結型パーティション内のリソース割り当ておよび前
記第1自己完結型パーティションに関連付けられた基準信号構成を備え、前記第2物理デー
タチャネル内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャネルシグナリングは
、前記第2自己完結型パーティション内のリソース割り当ておよび前記第2自己完結型パー
ティションに関連付けられた基準信号構成を備える、請求項15または16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第1自己完結型パーティションは第1ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナ
リングを備え、前記第1ダウンリンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前
記第1自己完結型パーティションに関連付けられたチャネル状態情報（CSI）報告およびハ
イブリッド自動反復要求（HARQ）シグナリングを備え、および/または
　前記第2自己完結型パーティションは第2ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナ
リングを備え、前記第2ダウンリンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前
記第2自己完結型パーティションに関連付けられたCSI報告およびHARQシグナリングを備え
る、
　請求項15から17のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第1自己完結型パーティション内の前記第1無線伝送は、第1ダウンリンクデータ伝
送に関連するアップリンク物理データおよび制御シグナリングを備え、前記第1ダウンリ
ンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前記第1自己完結型パーティション
に関連付けられたチャネル状態情報（CSI）報告およびハイブリッド自動反復要求（HARQ



(5) JP 6559903 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

）シグナリングを備え、および/または
　前記第2自己完結型パーティション内の前記第2無線伝送は、第2ダウンリンクデータ伝
送に関連するアップリンク物理データおよび制御シグナリングを備え、前記第2ダウンリ
ンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前記第2自己完結型パーティション
に関連付けられたCSI報告およびHARQシグナリングを備える、
　請求項15から18のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第1自己完結型パーティションおよび第2自己完結型パーティションは、前記キャリ
アの異なるサブキャリア周波数を占有し、第1エアインターフェースのパラメータおよび
第2エアインターフェースのパラメータを指定する情報は、
　サブキャリア間隔、伝送時間間隔（TTI）、トランスポートブロック期間、サブフレー
ム長、サイクリックプレフィクス（CP）長、および波形
　を備える物理層パラメータのサブセットを備える、請求項15から19のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項２１】
　少なくとも1つのプロセッサと、
　前記プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可
読記憶媒体であって、前記プログラミングは、
　第1エアインターフェース構成にしたがってキャリアの第1自己完結型パーティション内
で第1無線伝送を送受信することであって、前記キャリアの前記第1自己完結型パーティシ
ョン内の前記第1無線伝送は、第1物理データチャネル、および前記第1物理データチャネ
ル内で搬送されたデータを復号するための物理制御チャネルシグナリングを含む、送受信
することと、
　第2エアインターフェース構成にしたがって前記キャリアの第2自己完結型パーティショ
ン内で第2無線伝送を送受信することであって、前記キャリアの前記第2自己完結型パーテ
ィション内の前記第2無線伝送は、第2物理データチャネル、および前記第2物理データチ
ャネル内で搬送されたデータを復号するための物理制御チャネルシグナリングを含む、送
受信することと、
　を実行する命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と、
　を備え、
　前記第1自己完結型パーティションは、第1サブキャリア間隔パラメータおよび第1サイ
クリックプレフィクス（CP）長パラメータを含む第1エアインターフェース構成を割り当
てられ、前記第2自己完結型パーティションは、第2サブキャリア間隔パラメータおよび第
2サイクリックプレフィクス（CP）長パラメータを含む第2エアインターフェース構成を割
り当てられるユーザ機器。
【請求項２２】
　前記キャリアの前記第1自己完結型パーティションは、第1物理データチャネル、および
前記第1物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するためのすべての物理制御チ
ャネルシグナリングを備え、前記キャリアの前記第2自己完結型パーティションは、第2物
理データチャネル、および前記第2物理データチャネル内で搬送されたデータを復号する
ためのすべての物理制御チャネルシグナリングを備える、請求項21に記載のユーザ機器。
【請求項２３】
　前記第1物理データチャネル内で搬送されたデータを復号するための前記物理制御チャ
ネルシグナリングは、前記第1自己完結型パーティション内のリソース割り当ておよび前
記第1自己完結型パーティションに関連付けられた基準信号構成を備え、前記第2物理デー
タチャネル内で搬送されたデータを復号するための物理制御チャネルシグナリングは、前
記第2自己完結型パーティション内のリソース割り当ておよび前記第2自己完結型パーティ
ションに関連付けられた基準信号構成を備える、請求項21から22のいずれか一項に記載の
ユーザ機器。
【請求項２４】
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　前記第1自己完結型パーティションは第1ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナ
リングを備え、前記第1ダウンリンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前
記第1自己完結型パーティションに関連付けられたチャネル状態情報（CSI）報告およびハ
イブリッド自動反復要求（HARQ）シグナリングを備え、
　前記第2自己完結型パーティションは第2ダウンリンクデータ伝送に関連する制御シグナ
リングを備え、前記第2ダウンリンクデータ伝送に関連する前記制御シグナリングは、前
記第2自己完結型パーティションに関連付けられたCSI報告およびHARQシグナリングを備え
る、
　請求項21から23のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項２５】
　前記プログラミングは、
　前記キャリアの第3自己完結型パーティションを介してエアインターフェース構成情報
を伝送することであって、前記エアインターフェース構成情報は、前記第1自己完結型パ
ーティションを介して前記第1無線伝送を通信するために使用される第1エアインターフェ
ース構成のパラメータと、前記第2自己完結型パーティションを介して前記第2無線伝送を
通信するために使用される第2エアインターフェース構成のパラメータと、を指定する、
伝送すること
　を実行する命令を含む、請求項21から24のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項２６】
　前記第1自己完結型パーティションおよび第2自己完結型パーティションは、前記キャリ
アの異なるサブキャリア周波数を占有し、第1エアインターフェースのパラメータおよび
第2エアインターフェースのパラメータを指定する情報は、
　サブキャリア間隔、伝送時間間隔 （TTI）、トランスポートブロック期間、サブフレー
ム長、サイクリックプレフィクス（CP）長、および波形
　を備える物理層パラメータのサブセットを備える、請求項21から25のいずれか一項に記
載のユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この特許出願は、そのすべての内容は、参照によりその全体が本明細書に援用される、
2015年11月6日に出願された「自己完結型エアインターフェースパーティションのための
システムおよび方法（Systems and Methods for Self－Contained Air Interface Partit
ions）」という名称の米国仮特許出願第62／252，037号の優先権を主張する、2016年4月2
7日に出願された「自己完結型エアインターフェースパーティションのためのシステムお
よび方法（Systems and Methods for Self－Contained Air Interface Partitions）」と
いう名称の米国特許出願第15／140，044号に対する優先権を主張する。
【０００２】
　本発明は、無線通信に関し、具体的には、自己完結型エアインターフェースパーティシ
ョンのためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来の無線ネットワークでは、キャリアのリソースを異なるパーティションに分割する
ことができ、各パーティションに異なるモバイル装置またはモバイル装置のグループのデ
ータを搬送するように割り当てることができる。データに関連付けられた制御シグナリン
グは通常、モバイル装置がキャリアの共通制御チャネルにおいて制御シグナリングにした
がってキャリアの異なるパーティションのデータを伝送および／または受信するように、
共通制御チャネルで搬送されてもよい。キャリアにアクセスする装置は、制御チャネルか
ら周波数が離れている可能性のある周波数パーティションでデータを送受信できるように
広い周波数範囲をサポートする必要があり、その結果、コストと複雑さを増大させる。
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　技術的利点は一般的に、自己完結型エアインターフェースパーティションのためのシス
テムおよび方法を記載する、本開示の実施形態によって達成される。
【０００５】
　キャリア内の周波数パーティションが、その周波数パーティション内で伝送されたデー
タに関する制御情報を包含する、方法および装置が記載される。いくつかの実施形態にお
いて、モバイル装置は、パーティションにアクセスし、周波数パーティションの外側にあ
るキャリア内の周波数にアクセスすることなく、アップリンクまたはダウンリンク伝送を
実行する。
【０００６】
　基地局が、第1周波数パーティション内で第1データおよび第1制御シグナリングを伝送
または受信することによって、第1モバイル装置と通信する、方法および装置が記載され
る。基地局は、第2周波数パーティション内で第2データおよび第2制御シグナリングを伝
送または受信することによって、第2モバイル装置と通信する。
【０００７】
　一実施形態によれば、無線通信のための方法は、
　第1エアインターフェース構成をサポートするキャリアの第1パーティションを介して第
1無線伝送を基地局によって通信するステップであって、キャリアの第1パーティションを
介した第1無線伝送は、第1物理データチャネルおよび第1物理データチャネル内のデータ
伝送のための第1制御シグナリングを搬送する第1物理制御チャネルを含む、ステップと、
　第2エアインターフェース構成をサポートするキャリアの第2パーティションを介して第
2無線伝送を基地局によって通信するステップであって、キャリアの第2パーティションを
介した第2無線伝送は、第2物理データチャネルおよび第2物理データチャネル内のデータ
伝送のための第2制御シグナリングを搬送する第2物理制御チャネルを含む、ステップと、
　を含む。
【０００８】
　さらなる実施形態において、第1制御シグナリングは第1専用制御シグナリングであり、
第2制御シグナリングは第2専用制御シグナリングである。
【０００９】
　さらなる実施形態において、第1無線伝送は、キャリアの第1パーティションへの初期ア
クセスを確立するための制御シグナリングの伝送をさらに含み、第2無線伝送は、キャリ
アの第2パーティションへの初期アクセスを確立するための制御シグナリングの伝送をさ
らに含む。
【００１０】
　さらなる実施形態において、キャリアの第1パーティションは、キャリアの第2パーティ
ションと共通制御チャネルを共有しない。
【００１１】
　さらなる実施形態において、第1パーティションおよび第2パーティションは、キャリア
内の異なるサブキャリアsにわたって確立される。
【００１２】
　さらなる実施形態において、第1パーティションおよび第2パーティションは異なる論理
サブバンドにわたって確立され、異なる論理サブバンドはキャリア上の異なるリソースブ
ロックにマッピングされる。
【００１３】
　さらなる実施形態において、異なる論理サブバンドは、互いに異なるホッピング周期を
有する。
【００１４】
　さらなる実施形態において、異なる論理サブバンドは、互いに異なる周波数ホッピング
パターンを有する。
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【００１５】
　さらなる実施形態において、方法は、
　キャリアの第3パーティションを介してエアインターフェース構成情報を伝送するステ
ップであって、エアインターフェース構成情報は、第1パーティションを介して第1無線伝
送を通信するために使用される第1エアインターフェース構成のパラメータ、および第2パ
ーティションを介して第2無線伝送を通信するために使用される第2エアインターフェース
構成のパラメータを指定する、ステップ
　をさらに含む。
【００１６】
　さらなる実施形態において、方法は、
　キャリアの第1パーティションを介してエアインターフェース構成情報を伝送するステ
ップであって、エアインターフェース構成情報は、第2パーティションを介して第2無線伝
送を通信するために使用される第2エアインターフェース構成のパラメータを指定する、
ステップ
　をさらに含む。
【００１７】
　さらなる実施形態において、エアインターフェース構成情報は、第1エアインターフェ
ース構成および第2エアインターフェース構成の異なるサブキャリア間隔、シンボル期間
、サイクリックプレフィクス（CP）長、トランスポートブロック期間、サブフレーム長、
または帯域幅を指定する。
【００１８】
　さらなる実施形態において、エアインターフェース構成情報は、キャリア上の第1パー
ティションおよび第2パーティションの異なる波形を指定する。
【００１９】
　さらなる実施形態において、エアインターフェース構成情報は、キャリア上の第1パー
ティションおよび第2パーティションの異なるアクセス方式を指定する。
【００２０】
　さらなる実施形態において、方法は、
　キャリアの第3パーティションを介して負荷インジケータを伝送するステップであって
、負荷インジケータは、キャリアの第1パーティションおよび第2パーティションでのトラ
フィックまたは輻輳の量を示す、ステップ
　をさらに含む。
【００２１】
　さらなる実施形態において、負荷インジケータは、第1パーティションおよび第2パーテ
ィションのアクセス確率を判断するために、ユーザ機器（UE）によって使用される。
【００２２】
　さらなる実施形態において、第1パーティションを介した第1無線伝送および第2パーテ
ィションを介した第2無線伝送を通信するために、同じエアインターフェース構成が使用
される。
【００２３】
　さらなる実施形態において、方法は、キャリアの第1パーティションを介して伝送され
たデータに関連付けられた第1ハイブリッド自動再送要求（HARQ）シグナリングを受信す
るステップと、キャリアの第2パーティションを介して伝送されたデータに関連付けられ
た第2HARQシグナリングを受信するステップと、をさらに含む。
【００２４】
　さらなる実施形態において、第1無線伝送および第2無線伝送は、異なるサブキャリア間
隔を有する。
【００２５】
　追加の実施形態によれば、基地局は、
　プロセッサと、
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　プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可読記
憶媒体であって、プログラミングは、
　キャリアの第1パーティションを介して第1無線伝送を伝送することであって、キャリア
の第1パーティションを介した第1無線伝送は、第1物理データチャネルと、第1無線伝送の
受信器において第1物理データチャネルで搬送されたデータを複合するためのすべての物
理制御シグナリングとを含む、伝送することと、
　キャリアの第2パーティションを介して第2無線伝送を伝送することであって、キャリア
の第2パーティションを介した第2無線伝送は、第2物理データチャネルと、第2無線伝送の
受信器において第2物理データチャネルで搬送されたデータを複合するためのすべての物
理制御シグナリングとを含む、伝送することと、
　を実行する命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と、
　を含む。
【００２６】
　追加の実施形態によれば、無線通信のための方法は、
　キャリアのアンカーパーティションを介して初期アクセス情報をユーザ機器（UE）によ
って受信するステップであって、初期アクセス情報はキャリアの自己完結型パーティショ
ン内の初期アクセスのためのものである、ステップと、
　キャリアの多重自己完結型パーティションから自己完結型パーティションの1つをUEに
よって選択するステップであって、自己完結型パーティションは、第1物理データチャネ
ルと、第1物理データチャネル内のデータ伝送のための物理制御チャネルと、を含む、ス
テップと、
　キャリアのアンカーパーティションを介して受信した初期アクセス情報にしたがって、
キャリアの少なくとも1つの自己完結型パーティションを用いてUEによって通信するステ
ップと、
　を含む。
【００２７】
　さらなる実施形態において、キャリアの自己完結型パーティションの1つを選択するス
テップは、
　アンカーパーティションを介して通信された負荷インジケータにしたがって、キャリア
の自己完結型パーティションの1つを選択するステップ
　を含む。
【００２８】
　追加の実施形態によれば、ユーザ機器は、
　プロセッサと、
　プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可読記
憶媒体であって、プログラミングは、
　キャリアのアンカーパーティションを介して初期アクセス情報を受信することであって
、初期アクセス情報はキャリアの自己完結型パーティションにアクセスするためのもので
ある、受信することと、
　キャリアの自己完結型パーティションの1つを選択することと、
　キャリアのアンカーパーティションを介して受信した初期アクセス情報にしたがってキ
ャリアの選択された自己完結型パーティションにアクセスすることと、
　を実行する命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と、
　を含む。
【００２９】
　さらなる実施形態において、キャリアの自己完結型パーティションの1つを選択する命
令は、
　アンカーパーティションを介して通信された負荷インジケータにしたがってキャリアの
自己完結型パーティションの1つを選択する
　命令を含む。
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【００３０】
　追加の実施形態によれば、無線通信のための方法は、
　キャリアの第1パーティション内のリソースを介してスケジューリング情報をモバイル
装置によって受信するステップであって、キャリアは複数のパーティションを有する、ス
テップと、
　スケジューリングシグナリングにしたがって第1パーティション内のリソースを介して
データ伝送をモバイル装置によって通信するステップと、
　第1パーティション内のリソースを介して肯定応答（ACK）をモバイル装置によって通信
するステップであって、ACKはデータ伝送に応答する、ステップと、
　を含む。
【００３１】
　さらなる実施形態において、複数のパーティションは複数の重複しないパーティション
である。
【００３２】
　さらなる実施形態において、
　データ伝送を通信するステップはデータ伝送を伝送するステップを含み、
　ACKを通信するステップはACKを伝送するステップを含む。
【００３３】
　さらなる実施形態において、
　データ伝送を通信するステップはデータ伝送を受信するステップを含み、
　ACKを伝送するステップはACKを伝送するステップを含む。
【００３４】
　追加の実施形態によれば、無線通信のための方法は、
　第1エアインターフェース構成をサポートするキャリアの第1パーティションを介して第
1物理制御チャネル内の第1専用制御シグナリングを基地局によって伝送するステップと、
　第1パーティションを介して第1無線伝送を基地局によって通信するステップであって、
キャリアの第1パーティションを介した第1無線伝送は第1専用制御シグナリングにしたが
うものである、ステップと、
　第2エアインターフェース構成をサポートするキャリアの第2パーティションを介して第
2物理制御チャネル内の第2専用制御シグナリングを基地局によって伝送するステップと、
　第2専用物理制御チャネルシグナリングにしたがって第2エアインターフェース構成をサ
ポートするキャリアの第2パーティションを介して第2無線伝送を基地局によって通信する
ステップと、
　を含む。
【００３５】
　さらなる実施形態において、第1専用制御チャネルシグナリングは、キャリアの第1パー
ティションへの初期アクセスを確立するためのシグナリングを含み、第2専用制御チャネ
ルシグナリングはキャリアの第2パーティションへの初期アクセスを確立するためのシグ
ナリングを含む。
【００３６】
　さらなる実施形態において、キャリアの第1パーティションは、キャリアの第2パーティ
ションと共通制御チャネルを共有しない。
【００３７】
　さらなる実施形態において、第1パーティションおよび第2パーティションは、キャリア
内の異なるサブキャリア周波数にわたって確立される。
【００３８】
　さらなる実施形態において、第1パーティションおよび第2パーティションは異なる論理
サブバンドにわたって確立され、異なる論理サブバンドはキャリア上の異なるリソースブ
ロックにマッピングされる。
【００３９】
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　さらなる実施形態において、異なる論理サブバンドは、互いに異なるホッピング周期を
有する。
【００４０】
　さらなる実施形態において、異なる論理サブバンドは、互いに異なる周波数ホッピング
パターンを有する。
【００４１】
　さらなる実施形態において、方法は、
　キャリアの第3パーティションを介してエアインターフェース構成情報を伝送するステ
ップであって、エアインターフェース構成情報は、第1パーティションを介して第1無線伝
送を通信するために使用される第1エアインターフェース構成のパラメータ、および第2パ
ーティションを介して第2無線伝送を通信するために使用される第2エアインターフェース
構成のパラメータを指定する、ステップ
　をさらに含む。
【００４２】
　さらなる実施形態において、エアインターフェース構成情報は、第1エアインターフェ
ース構成および第2エアインターフェース構成の異なるサブキャリア間隔、シンボル期間
、サイクリックプレフィクス（CP）長、トランスポートブロック期間、サブフレーム長、
または帯域幅を指定する。
【００４３】
　さらなる実施形態において、エアインターフェース構成情報は、キャリア上の第1パー
ティションおよび第2パーティションの異なる中心周波数を指定する。
【００４４】
　さらなる実施形態において、エアインターフェース構成情報は、キャリア上の第1パー
ティションおよび第2パーティションの異なる波形を指定する。
【００４５】
　さらなる実施形態において、エアインターフェース構成情報は、キャリア上の第1パー
ティションおよび第2パーティションの異なるアクセス方式を指定する。
【００４６】
　さらなる実施形態において、方法は、
　キャリアの第3パーティションを介して負荷インジケータを伝送するステップであって
、負荷インジケータは、キャリアの第1パーティションおよび第2パーティションでのトラ
フィックまたは輻輳の量を示す、ステップ
　をさらに含む。
【００４７】
　さらなる実施形態において、負荷インジケータは、第1パーティションおよび第2パーテ
ィションのアクセス確率を判断するために、ユーザ機器（UE）によって使用される。
【００４８】
　さらなる実施形態において、第1パーティションを介した第1無線伝送および第2パーテ
ィションを介した第2無線伝送を通信するために、同じエアインターフェース構成が使用
される。
【００４９】
　さらなる実施形態において、第1無線伝送は、キャリアの第1パーティションを介して伝
送されたデータに関連付けられたハイブリッド自動再送要求（HARQ）シグナリングをさら
に搬送し、第2無線伝送は、キャリアの第2パーティションを介して伝送されたデータに関
連付けられたHARQシグナリングをさらに搬送する。
【００５０】
　本発明およびその利点をより完全に理解するために、添付の図面と併せて以下の説明を
参照する。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
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【図１】一実施形態の無線ネットワークの図である。
【図２】自己完結型パーティションを含むキャリアの図である。
【図３】アンカーパーティションおよび自己完結型パーティションを含むキャリアの図で
ある。
【図４】アンカーパーティション内で通信される一実施形態の負荷インジケータの図であ
る。
【図５】物理および論理自己完結型論理パーティションを含むキャリアの図である。
【図６】論理パーティション構成表示の図である。
【図７】キャリアの自己完結型パーティションを介して無線伝送を通信するための一実施
形態の方法のフローチャートである。
【図８】キャリアのアンカーパーティションを用いてキャリアの自己完結型パーティショ
ンへのアクセスを容易にするための一実施形態の方法のフローチャートである。
【図９】キャリアの自己完結型パーティションにアクセスするための一実施形態の方法の
フローチャートである。
【図１０】一実施形態の処理システムの図である。
【図１１】一実施形態のトランシーバの図である。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　異なる図面における対応する数字および記号は一般的に、別途指示されない限り、対応
する部分を指す。図面は、実施形態の関連する態様を明確に示すために描かれたものであ
り、必ずしも縮尺通りに描かれていない。
【００５３】
　本開示の実施形態の実施および使用については、以下に詳細に説明する。しかしながら
、本発明が、多種多様な特定の状況において実施可能な多くの適用可能な発明概念を提供
することは、理解されるべきである。説明される特定の実施形態は、本発明を実施および
使用するための特定の方法の単なる例示であり、本発明の範囲を限定するものではない。
【００５４】
　上述のように、従来の無線ネットワークは、キャリアの異なるパーティションのための
制御シグナリングを搬送するために共通制御チャネルを使用することができる。したがっ
て、モバイル装置は、モバイル装置に割り当てられたリソースパーティションと共通制御
チャネルの両方を監視する必要があり得る。次世代無線ネットワークは、従来の無線ネッ
トワークよりもはるかに広いキャリア帯域を有することができ、その結果、キャリア内の
リソースパーティションと共通制御チャネルとの間に比較的広い周波数間隔が存在するこ
とがある。広い周波数間隔で分離されたリソースパーティションおよび共通制御チャネル
を監視することは、特に、制御チャネルおよびリソースパーティションを介してシグナリ
ングを通信するために異なるエアインターフェース構成が使用されるとき、モバイル装置
の観点から複雑であるかも知れない。
【００５５】
　本開示の態様は、キャリアの各パーティションが、パーティションの物理データチャネ
ル内で搬送されるデータを復号するのに必要とされるすべての物理制御チャネルシグナリ
ングを含むように、キャリア内の複数の自己完結型パーティションを介して無線信号を通
信する。制御シグナリングは、パーティション内のリソース割り当て、変調および符号化
方式指示、基準信号構成、および再送情報を含むことができる。自己完結型キャリアパー
ティションを介したダウンリンク伝送はまた、アップリンク物理データおよび制御チャネ
ルを介するなどして、アップリンク方向に無線信号を通信するための物理制御チャネルシ
グナリングも含んでよい。自己完結型パーティションを介したアップリンク伝送は、チャ
ネル状態情報（CSI）報告（たとえば、変調符号化方式（MCS）選択など）およびハイブリ
ッド自動反復要求（HARQ）シグナリング（たとえば、ACK，NACKなど）などのダウンリン
ク伝送に関連する様々な制御シグナリングを含んでもよい。一実施形態において、キャリ
アのパーティションを介した無線伝送は、キャリアのパーティションを介して伝送された
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データに関連付けられたHARQシグナリングを搬送する。別の実施形態では、HARQ再伝送モ
ードはパーティション内で無効化され、パーティションはHARQシグナリングを除外する。
アップリンク送信はまた、アップリンクデータ伝送およびアップリンクデータ伝送に関連
するアップリンク制御シグナリングも含んでよい。アップリンク伝送は、アップリンクお
よび／またはダウンリンクリソースに対するスケジューリング／リソース要求をさらに含
んでもよい。いくつかの実施形態において、パーティション内の物理制御チャネルシグナ
リングは初期アクセス情報を除外してもよく、初期アクセス情報はアンカーパーティショ
ン内で通信されてもよい。他の実施形態では、パーティション内の物理制御チャネルシグ
ナリングは、初期アクセス情報を含む。
【００５６】
　いくつかの実施形態において、キャリアの自己完結型パーティションの初期アクセス情
報を通信するために、キャリアのパーティションが使用される。初期アクセス情報は、自
己完結型パーティションの中心周波数、帯域幅、および／またはエアインターフェース構
成を含むことができる。アンカーパーティションはまた、自己完結型パーティションに関
連付けられた負荷表示も搬送してよい。負荷表示により、モバイル装置は自己完結型パー
ティションに関連付けられた輻輳および／またはアクセス確率を特定および／または推定
することができる。これらおよびその他の発明的態様は、以下により詳細に記載される。
【００５７】
　図1は、データを通信するための無線ネットワーク100の図である。無線ネットワーク10
0は、カバレッジエリア101を有する基地局110、複数のモバイル装置120、およびバックホ
ールネットワーク130を含む。図示されるように、基地局110は、モバイル装置120とのア
ップリンク（破線）および／またはダウンリンク（点線）接続を確立し、これらはモバイ
ル装置120から基地局110へおよび逆にデータを搬送する機能を果たす。アップリンク／ダ
ウンリンク接続を介して搬送されるデータは、モバイル装置120間で通信されるデータ、
ならびにバックホールネットワーク130によって相手側（図示せず）との間で通信される
データを含んでもよい。本明細書で使用される場合、用語「基地局」は、進化型ノードB
（eNB）、マクロセル、フェムトセル、Wi－Fi（登録商標）アクセスポイント（AP）、送
信／受信ポイント（TRP）、または他の無線対応装置など、ネットワークへの無線アクセ
スを提供するように構成された任意の構成要素を指す。基地局は、たとえば、ロングター
ムエボリューション（LTE）、LTEアドバンスド（LTE－A）、高速パケットアクセス（HSPA
）、Wi－Fi 802．11a／b／g／n／acなどの1つ以上の無線通信プロトコルに応じた無線ア
クセスを提供することができる。本明細書で使用される場合、用語「モバイル装置」は、
基地局との無線接続を確立することができる任意の構成要素（また構成要素の集合）を指
す。用語「モバイル装置」、「ユーザ機器（UE）」、および「移動局（STA）」は、本開
示全体を通じて同義に使用される。いくつかの実施形態において、ネットワーク100は、
中継装置など様々な他の無線装置を含むことができる。
【００５８】
　自己完結型パーティションは、自己完結型パーティションの物理データチャネル内のデ
ータを復号するのに十分な物理制御チャネルシグナリングを含む。自己完結型パーティシ
ョン内の制御チャネルシグナリングは、自己完結型パーティションがグラントベースアク
セスのために使用されている場合に、スケジューリングシグナリングを含む。HARQシグナ
リングが自己完結型パーティション内の通信に使用されている場合、自己完結型パーティ
ション内の制御チャネルシグナリングは、肯定応答（ACK）および否定ACK（NACK）送信な
どのHARQフィードバックシグナリングを含む。いくつかの実施形態において、自己完結型
パーティションは、自己完結型パーティション内のデータ伝送に関するすべての物理制御
チャネルシグナリングを含む。自己完結型周波数パーティションの外部で伝送されたデー
タの制御情報は、自己完結型周波数パーティションの外部で通信される。この意味におい
て、自己完結型パーティション内の制御シグナリングは、自己完結型パーティション内の
データ伝送のための専用シグナリングである。自己完結型パーティションは、基地局がモ
バイル装置に制御シグナリングを送信できるように、ダウンリンク伝送用に確保された少
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なくともいくつかのリソースを含む。自己完結型パーティションは、アップリンク方向ま
たはダウンリンク方向の一方または両方におけるデータ伝送用に確保された少なくともい
くつかのリソースをさらに含み、いくつかの実施形態では、データ伝送と反対の方向への
HARQフィードバック用に確保された少なくともいくつかのリソースを含む。基準信号また
は測定信号、または同期信号のような、自己完結型パーティションの外部で、その他何ら
かのシグナリングが発生する可能性があると考えられる。モバイル装置は、1つの自己完
結型パーティション内でのみ通信することができ、自己完結型パーティション外のリソー
スで通信することができないように構成されてもよく、たとえばモバイル装置は、自己完
結型パーティション内の周波数でのみ通信可能であってもよい。いくつかの実施形態にお
いて、内蔵型キャリアパーティションは、キャリアの異なる周波数サブバンドに配置され
る。図2は、複数の自己完結型パーティション210，220，230，240を含むキャリア200の図
である。自己完結型パーティション210，220，230，240の各々は、物理データチャネル、
ならびに対応する物理データチャネル内のデータを復号するのに必要なすべての物理制御
チャネルシグナリングを搬送する。いくつかの実施形態において、物理制御チャネルシグ
ナリングは、初期アクセス情報を含む。初期アクセス情報は、自己完結型パーティション
を介して通信されるブロードキャストチャネルに含まれてもよい。他の実施形態では、初
期アクセス情報は、モバイル装置の先験的情報であるか、または他の何らかのソース、た
とえば後述するアンカーパーティションから、導出される。自己完結型パーティション21
0，220，230，240の各々は、キャリア200の異なる、重複しない周波数サブバンドを介し
て通信される。
【００５９】
　キャリア200の自己完結型パーティション210～240は、割り当てられた異なるエアイン
ターフェース構成であってもよい。明細書で使用される場合、エアインターフェース構成
という用語は、エアインターフェースを介して信号を通信するために使用されるパラメー
タのサブセットを総称的に指し、これはエアインターフェースを介して信号を通信するた
めに使用される物理層パラメータのサブセット（たとえば、サブキャリア間隔、伝送時間
間隔（TTI）、トランスポートブロック期間、サブフレーム長、サイクリックプレフィク
ス（CP）長）、エアインターフェースを介して信号を通信するために使用される波形、エ
アインターフェースを介して信号を伝送するために使用される伝送モード、信号が伝送さ
れるリソースにアクセスするために使用されるアクセス方式、エアインターフェースを介
して通信された信号がうまく受信されたことを検証するために使用される再送方式、また
はこれらの組み合わせのサブセットを含んでもよい。本明細書で使用される場合、用語「
トランスポートブロック」は、ある持続時間を占有するエンティティを指す。この文脈を
前提とすると、「トランスポートブロック期間」は、トランスポートブロックによって占
有される期間を指す。
【００６０】
　自己完結型パーティション210から240は物理データチャネル内のデータを符号化するの
に十分な物理制御チャネルシグナリングを搬送するので、自己完結型パーティション210
から240のうちの異なるものたちを介してデータを受信するモバイル装置は、共通制御チ
ャネルを監視する必要がないかも知れない。これは、各モバイル装置が、共通制御チャネ
ルのために第2エアインターフェース構成を維持する必要性を伴わずに割り当てられた自
己完結型パーティション210から240のために単一のエアインターフェース構成を維持でき
るようにするので、異なる自己完結型パーティション210から240のために異なるエアイン
ターフェース構成を使用するネットワークにおいて有利である。いくつかの実施形態にお
いて、単一のモバイル装置は、同一または異なるエアインターフェース構成を有する複数
の自己完結型パーティション、たとえばサブキャリア間隔が異なる2つの自己完結型パー
ティションにアクセスすることができる。いくつかの実施形態において、異なる自己完結
型パーティション内の信号は、同じエアインターフェース構成を使用して通信されてもよ
い。
【００６１】
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　自己完結型パーティションを構成する方法の1つは、特定のタイプの無線サービスに適
した物理層パラメータなどのパラメータを使用して、複数の異なるパーティションを構成
することである。このようにして、複数のサービスの各々についてネットワークにアクセ
スするUEに、適切な自己完結型パーティションを割り当てることができる。自己完結型パ
ーティションの実施形態の構成を以下の表1に示す。
【００６２】
【表１】

【００６３】

【表２】

【００６４】
　この例において、パーティション1は拡張モバイルブロードバンド（eMBB）に適してお
り、パーティション2は超高信頼低レイテンシ通信（URLLC）に適しており、パーティショ
ン3は大容量マシンタイプ通信（mMTC）に適している。スケジューリング間隔（場合によ
りサブフレーム期間、スロット期間、ミニスロット期間、スケジューリング単位、または
伝送期間としても知られる）など、各パーティションに追加のパラメータを設定すること
も可能である。ビデオ、音声、ゲーム、緊急事態、または遅延センシティブ高データ速度
（HDR）などの追加のサービスタイプ、ならびにURLLC－HDR、URLLC－LDR、mMTC－ダウン
リンク（DL）、mMTC－アップリンク（UL）など、より特殊化されたサービスサブタイプの
ために、追加の自己完結型パーティション、または自己完結型パーティション内で構成さ
れた異なるパラメータを持つサブパーティションを確立することもできる。同一または類
似のパラメータを有する複数のパーティションは、同一または類似のサービスタイプをサ
ポートするために、連続または非連続リソース内に構成されることが可能であると、さら
に考えられている。あるいは、特定のトラフィックまたはサービスタイプに割り当てられ
た自己完結型パーティションに対してパラメータを決定することができ、特定のトラフィ
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ィションを、そのトラフィックまたはサービスタイプに関連付けられたパラメータで構成
することができる。加えて、変化する需要または条件に適応するために、パーティション
の1つ以上のパラメータを動的にまたは半静的に構成することができる。
【００６５】
　個々のパーティションの他の態様は、所望のサービスをより良くサポートするように適
合または変更されることが可能である。たとえば、より広い帯域幅にアクセスするために
、eMBBトラフィックが使用するパーティションを高周波数帯域に設定することができる。
高周波数帯域は、ネットワークにアクセスするためにより小さなセルの使用を必要とし、
干渉を緩和するためにより大きなサブキャリア間隔が使用され得る。小さいセルに関連付
けられた短い遅延スプレッドのため、CPオーバーヘッドを制限するためにより短いサイク
リックプレフィクス（CP）が使用されてもよい。スケジュールされた通信のための直交周
波数分割多元接続（OFDMA）およびグラントフリー通信のための疎コード多重アクセス（S
CMA）のような、異なる波形もまた使用され得る。符号長に応じて、低密度パリティチェ
ック（LDPC）符号、畳み込み符号、Polar符号、またはターボ符号のような、異なるチャ
ネル符号化方式が使用されることも可能である。URLLCトラフィックによって使用するた
めのパーティションは、信頼性を高めるために低周波数帯域で構成され、バックホールレ
イテンシを最小限に抑えるために主にマクロセルを使用することができる。信頼性を高め
、レイテンシを増加させる可能性がある再送信の必要性を最小限に抑えるために低データ
速度が使用可能である。グラントフリーアクセスは、特にアップリンクにおいて、スケジ
ューリングシグナリングに関連付けられたレイテンシを回避するために使用可能である。
非直交アクセス方式は、リソース衝突を最小限に抑えながら接続性を最大化するために使
用可能である。mMTCトラフィックによって使用するためのパーティションは、カバレッジ
エリアを拡大し、低電力UEをサポートするために、主に低周波数帯域で構成可能である。
シグナリングオーバーヘッドを削減するために、グラントフリーアクセスまたは半永続ス
ケジューリングが使用可能である。リンクバジェットを改善するために、大きな伝送スロ
ットおよび低符号化率が使用可能である。UEの複雑さを低減するために、簡単な再送方式
が使用可能である。
【００６６】
　異なる自己完結型パーティションは、異なるフレーム構造を有することができる。各自
己完結型パーティションは、複数の利用可能なフレーム構造のうちの1つを有するように
構成可能であり、利用可能なフレーム構造のいくつかは、2つ以上の自己完結型パーティ
ションに共通であり得る。
【００６７】
　シグナリングによって複数の数値計算が事前定義または指定可能であり、2つ以上のパ
ーティション内で使用するために1つ以上の数値計算が共通で利用可能である。特定のパ
ーティションまたはキャリア周波数範囲内で利用可能な数値計算のうち、1つの数値計算
がデフォルト数値計算として事前定義可能である。表2は、2つの異なるキャリア周波数範
囲の数値計算の例を示す。
【００６８】
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【表３】

【００６９】
【表４】

【００７０】
【表５】

【００７１】
　サービスタイプやUE能力などの任意の適切な要因に基づいて、利用可能なオプションか
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らの使用のために数値計算が選択されてもよい。ネットワークおよびUEは、選択された数
値計算をシグナリングによって通信することができる。
【００７２】
　ネットワーク装置は、新しい構成を有する新しいパーティションを定義することが可能
であってもよく、たとえば異なるレベルの装置接続性、新しいサービスタイプまたは新し
いサービス要件（たとえばサービス品質（QoS）レベル）をサポートするために、必要な
パラメータをUEにシグナリングしてもよい。これは、少数の所定の構成のうちの1つをシ
グナリングし、その後、所定の構成の1つ以上のパラメータに対するいずれかの変更を示
すことによって、または必要なパラメータを明示的にシグナリング（たとえばブロードキ
ャスト）することによって、行われてもよい。
【００７３】
　いくつかの実施形態において、ネットワークまたはカバレッジエリアに入るモバイル装
置に初期アクセス情報を提供するために、アンカーパーティションが使用されてもよい。
図3は、アンカーパーティション350、および複数の自己完結型パーティション310，320，
330を含む、キャリア300の図である。いくつかの実施形態において、アンカーパーティシ
ョン350のパラメータはネットワークにアクセスするモバイル装置への先験的情報であり
、これは、キャリア300に関連付けられたネットワークまたはカバレッジエリアに入った
ときに、モバイル装置がアンカーパーティション350にアクセスすることを可能にする。
他の実施形態では、アンカーパーティション350のパラメータは、アンカーパーティショ
ン350で通信されるブロードキャストチャネル（BCH）インジケータ315に含まれる。
【００７４】
　自己完結型パーティション310，320，330の初期アクセス情報は、アンカーパーティシ
ョン350内で通信されてもよい。アンカーパーティション350内で通信される初期アクセス
情報は、自己完結型パーティション310，320，330の中心周波数および／または帯域幅、
ならびに自己完結型パーティション310，320，330のエアインターフェース構成パラメー
タを、識別することができる。いくつかの実施形態において、アンカーパーティション35
0で通信される初期アクセス情報は、1つ以上の自己完結型パーティション310，320，330
のエアインターフェース構成パラメータのサブセットを識別してもよい。このような実施
形態では、アンカーパーティション350を介して通信されない自己完結型パーティション3
10，320，330のエアインターフェース構成パラメータは、たとえば自己完結型パーティシ
ョン310，320，330のブロードキャストチャネル内で、それぞれの自己完結型パーティシ
ョン310，320，330にアクセスする際にモバイル装置によって決定されてもよい。
【００７５】
　アンカーパーティション350はまた、時間依存トラフィックのための直接初期アクセス
をサポートしてもよく、したがってそれ自体は、アンカーパーティション350を介して通
信された物理制御チャネルシグナリングに完全に基づいてアンカーパーティション350内
の物理データチャネルを介してデータが通信されるという点において、自己完結型パーテ
ィションであってもよい。一実施形態において、アンカーパーティション350を介して通
信される物理データチャネルのリソースは、コンテンションベースでアクセスされる。別
の実施形態では、アンカーパーティション350を介して通信される物理データチャネルの
リソースは、スケジューリングベースでアクセスされる。さらに別の実施形態では、アン
カーパーティションは複数の物理データチャネルを含み、そのうちの少なくとも1つはコ
ンテンションベースでアクセスされるリソースを含み、少なくとももう1つは、スケジュ
ーリングベースでアクセスされるリソースを含む。
【００７６】
　いくつかの実施形態において、アンカーパーティション350は、自己完結型パーティシ
ョン310，320，330に関連付けられた負荷インジケータまたはアクセス確率インジケータ
を搬送する。負荷インジケータは、モバイル装置が、自己完結型パーティション310，320
，330内のリソースの可用性を予測するか、さもなければ決定することを可能にすること
ができる。たとえば、負荷インジケータは、自己完結型パーティション310，320，330内
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の輻輳のレベルをモバイル装置に示すか、さもなければモバイル装置に予測させてもよい
。一実施形態において、1つ以上の自己完結型パーティション310，320，330内のリソース
は、コンテンションベースでアクセスされ、負荷インジケータは、対応するパーティショ
ンに関連付けられたアクセス確率をモバイル装置が推定できるようにする、（たとえば、
バックオフ値、衝突確率などの）パラメータを指定する。別の実施形態では、1つ以上の
自己完結型パーティション310，320，330内のリソースはスケジューリングベースでアク
セスされ、負荷インジケータは、占有されていないか、さもなければモバイル装置への割
り当てに利用可能なリソースの量またはパーセンテージを指定する。
【００７７】
　図4は、キャリアのアンカーパーティション内で通信される一実施形態の負荷インジケ
ータ400の図である。図示されるように、負荷インジケータ400は、キャリアの自己完結型
パーティションの各々に対して複数の負荷インジケータ410，420，430を含む。各負荷イ
ンジケータは、パーティションに関連付けられたトラフィック負荷を示す。一実施形態に
おいて、各負荷インジケータは2ビットであり、4つの負荷状況のうちの1つを示す。たと
えば、2ビットの負荷インジケータは、現在の負荷が最大容量の30％未満、最大容量の30
から55％、最大容量の55から80％、または最大容量の80％超であることを示す。他の閾値
／範囲も可能である。別の実施形態では、1つ以上のパーティション内の予測アクセス確
率を無線装置に通知するために、アクセス確率情報が無線装置に送信される。負荷インジ
ケータおよび／またはアクセス確率情報は、1つ以上の無線装置にユニキャストされても
よい。あるいは、負荷インジケータおよび／またはアクセス確率情報は、複数の無線装置
にマルチキャストまたはブロードキャストされてもよい。
【００７８】
　いくつかの実施形態において、モバイル装置は、以下の不等式に基づいて自己完結型パ
ーティションを選択することができる。
【数１】

　ここで、jは任意の自己完結型パーティションに関連する指数であり、kは自己完結型パ
ーティションの総数であり、rはモバイル装置で生成されるランダム変数であり、Ajはj番
目の自己完結型パーティションのアクセス確率パラメータである。一実施形態において、
どのパーティションを使用するかを決定するのに役立てるためにランダム変数rが使用さ
れる。アクセス確率パラメータは、負荷インジケータまたはアクセス確率インジケータの
関数である。たとえば、00，01，10，11の負荷インジケータは、1．0，0．7，0．4，0．1
のアクセス確率にマッピングされてもよい。別の例として、アクセス確率インジケータBj
は、2Bjのアクセス確率にマッピングされてもよい。指示されたアクセス確率は、さらに
正規化されてもよい。たとえば、3つのパーティションに対して3つのアクセス確率1，2お
よび2が示されたとき、これらはそれぞれ1／（1＋2＋2）＝0．2，2／（1＋2＋2）＝0．4
および2／（1＋2＋2）＝0．4となるように正規化されてもよい。いくつかの実施形態にお
いて、モバイル装置は、以下の式に基づいてrを計算する。
【数２】

　ここで、rand（）は区間［0．0，1．0］に均一に分布するランダム変数を生成するため
の関数である。
【００７９】
　1つ以上の自己完結型キャリアパーティションは、異なるホッピング周期および／また
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はホッピングパターンに基づいてキャリアの物理リソースにマッピングする論理パーティ
ションであってもよい。図5は、キャリア500が物理自己完結型パーティション510，520と
論理自己完結型パーティション530から580とを含む図である。物理自己完結型パーティシ
ョン510，520は、キャリア500の周波数サブバンドに直接マッピングされ、論理自己完結
型パーティション530から580は、ホッピング周期および／またはホッピングパターンに基
づいてキャリア500の物理リソースのセットに間接的にマッピングされる。論理自己完結
型パーティション530から580は、異なる帯域幅、ホッピング周期、および／またはホッピ
ングパターンに関連付けられてもよい。自己完結型パーティション530から580の各々にマ
ッピングされた物理リソースのセットは、時間－周波数領域において互いに直交していて
もよい。図6は、パーティション内でブロードキャストされ得る論理パーティション構成
表示の図である。この例では、複数の物理チャネルが単一のパーティションに多重化され
ている。
【００８０】
　図7は、基地局によって実行され得るような、キャリアの自己完結型パーティションを
介して無線伝送を通信するための一実施形態の方法700のフローチャートである。ステッ
プ710において、基地局は、第1エアインターフェース構成にしたがって、キャリアの第1
自己完結型パーティションを介して無線伝送を通信する。第1自己完結型パーティション
を介して通信される無線伝送は、物理データチャネルと、第1自己完結型パーティション
を介して通信される物理データチャネル内のデータを復号するために使用されるすべての
物理制御チャネルシグナリングと、を含む。
【００８１】
　ステップ720において、基地局は、第2エアインターフェース構成にしたがってキャリア
の第2自己完結型パーティションを介して無線伝送を通信する。第1自己完結型パーティシ
ョンを介して通信される無線伝送は、物理データチャネルと、第2自己完結型パーティシ
ョンを介して通信される物理データチャネル内のデータを復号するために使用されるすべ
ての物理制御チャネルと、を含む。
【００８２】
　一実施形態において、第1自己完結型パーティションおよび第2自己完結型パーティショ
ンは、キャリアの異なる周波数サブバンドにマッピングされた物理パーティションである
。別の実施形態では、第1自己完結型パーティションおよび第2自己完結型パーティション
は、時間－周波数領域において直交するキャリア内のリソースのセットにマッピングされ
る論理パーティションである。さらに別の実施形態では、第1自己完結型パーティション
は物理パーティションであり、第2自己完結型パーティションは論理パーティションであ
る。
【００８３】
　図8は、基地局によって実行され得るような、キャリアのアンカーパーティションを用
いてキャリアの自己完結型パーティションへのアクセスを容易にするための、一実施形態
の方法800のフローチャートである。ステップ810において、基地局は、アンカーパーティ
ションを介してキャリアの自己完結型パーティションの初期アクセス情報を通信する。初
期アクセス情報は、自己完結型パーティションの中心周波数、帯域幅、および／またはエ
アインターフェース構成を識別することができる。いくつかの実施形態において、基地局
は、アンカーパーティションを介して自己完結型パーティションの負荷表示も通信する。
ステップ820において、基地局は、キャリアのアンカーパーティションを介して送信され
た初期アクセス情報にしたがって、キャリアの自己完結型パーティションを介して無線信
号を通信する。自己完結型パーティションの各々を介して通信される無線伝送は、物理デ
ータチャネルと、自己完結型パーティションを介して通信される物理データチャネル内の
データを復号するために使用されるすべての物理制御チャネルシグナリングと、を含む。
【００８４】
　図9は、モバイル装置によって実行され得るような、キャリアの自己完結型パーティシ
ョンにアクセスするための一実施形態の方法900のフローチャートである。ステップ910に
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おいて、モバイル装置は、キャリアのアンカーパーティションを介してキャリアの自己完
結型パーティションの初期アクセス情報を受信する。ステップ920において、モバイル装
置は、キャリアの自己完結型パーティションの1つを選択する。いくつかの実施形態にお
いて、モバイル装置は、アンカーパーティションを介して受信された初期アクセス情報お
よび／または負荷インジケータに基づいて、自己完結型パーティションの1つを選択する
。ステップ930において、モバイル装置は、キャリアのアンカーパーティションを介して
受信された初期アクセス情報にしたがって、選択された自己完結型パーティションを介し
て無線信号を通信する。
【００８５】
　図10は、本明細書に記載の方法を実行するための一実施形態の処理システム1000のブロ
ック図であり、これはホスト装置にインストールされてもよい。図示されるように、処理
システム1000は、プロセッサ1004、メモリ1006、およびインターフェース1010～1014を含
み、これらは図10に示すように配置されても（またはされなくても）よい。プロセッサ10
04は、計算および／またはその他の処理関連タスクを実行するように適合された構成要素
または構成要素の集合であってもよく、メモリ1006は、プロセッサ1004による実行のため
のプログラミングおよび／または命令を格納するように適合された構成要素または構成要
素の集合であってもよい。一実施形態において、メモリ1006は、非一時的コンピュータ可
読媒体を含む。インターフェース1010，1012，1014は、処理システム1000が他の装置／構
成要素および／またはユーザと通信することを可能にする、任意の構成要素または構成要
素の集合であってもよい。たとえば、インターフェース1010，1012，1014のうちの1つ以
上は、データ、制御、または管理メッセージをプロセッサ1004からホスト装置および／ま
たは遠隔装置にインストールされたアプリケーションに通信するように適合されてもよい
。別の例として、インターフェース1010，1012，1014のうちの1つ以上は、ユーザまたは
ユーザ装置（たとえば、パーソナルコンピュータ（PC）など）が処理システム1000と対話
／通信することを可能にするように適合されてもよい。処理システム1000は、長期記憶装
置（たとえば、不揮発性メモリなど）のような、図10に示されていない追加の構成要素を
含むことができる。
【００８６】
　いくつかの実施形態において、処理システム1000は、電気通信ネットワークにアクセス
しているか、さもなければその一部である、ネットワーク装置に含まれる。一例において
、処理システム1000は、基地局、中継局、スケジューラ、コントローラ、ゲートウェイ、
ルータ、アプリケーションサーバ、または電気通信ネットワーク内のその他いずれかの装
置など、無線または有線電気通信ネットワーク内のネットワーク側装置内にある。他の実
施形態では、処理システム1000は、移動局、ユーザ機器（UE）、パーソナルコンピュータ
（PC）、タブレット、ウェアラブル通信装置（たとえば、スマートウォッチなど）、また
は電気通信ネットワークにアクセスするように適合されたその他いずれかの装置など、無
線または有線電気通信ネットワークにアクセスするユーザ側装置内にある。
【００８７】
　いくつかの実施形態において、インターフェース1010，1012，1014のうちの1つ以上は
、電気通信ネットワークを介してシグナリングを送受信するように適合されたトランシー
バに処理システム1000を接続する。図11は、通信ネットワークを介してシグナリングを送
受信するように構成されたトランシーバ1100のブロック図である。トランシーバ1100は、
ホスト装置に実装されてもよい。図示されるように、トランシーバ1100は、ネットワーク
側インターフェース1102、カプラ1104、送信器1106、受信器1108、信号プロセッサ1110、
および装置側インターフェース1112を備える。ネットワーク側インターフェース1102は、
無線または有線電気通信ネットワークを介してシグナリングを送受信するように適合され
た、任意の構成要素または構成要素の集合を含むことができる。カプラ1104は、ネットワ
ーク側インターフェース1102を介した双方向通信を容易にするように適合された、任意の
構成要素または構成要素の集合を含むことができる。送信器1106は、ベースバンド信号を
、ネットワーク側インターフェース1102を介した伝送に適した変調されたキャリア信号に



(22) JP 6559903 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

変換するように適合された、任意の構成要素または構成要素の集合（たとえば、アップコ
ンバータ、電力増幅器など）を含むことができる。受信器1108は、ネットワーク側インタ
ーフェース1102を介して受信されたキャリア信号をベースバンド信号に変換するように構
成された、任意の構成要素または構成要素の集合（たとえば、ダウンコンバータ、低雑音
増幅器など）を含むことができる。信号プロセッサ1110は、ベースバンド信号を、装置側
インターフェース1112を介した通信に適したデータ信号に、またはその逆に変換するよう
に適合された、任意の構成要素または構成要素の集合を含むことができる。装置側インタ
ーフェース1112は、信号プロセッサ1110とホスト装置内の構成要素（たとえば、処理シス
テム1000、ローカルエリアネットワーク（LAN）ポートなど）との間でデータ信号を通信
するように適合された、任意の構成要素または構成要素の集合を含むことができる。
【００８８】
　トランシーバ1100は、任意のタイプの通信媒体を介してシグナリングを送受信すること
ができる。いくつかの実施形態において、トランシーバ1100は、無線媒体を介してシグナ
リングを送受信する。たとえば、トランシーバ1100は、セルラープロトコル（たとえば、
ロングタームエボリューション（LTE）など）、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN
）プロトコル（たとえば、Wi－Fiなど）、またはいずれか他のタイプの無線プロトコル（
たとえば、ブルートゥース（登録商標）、近距離通信（NFC）など）などの無線電気通信
プロトコルにしたがって通信するように適合された、無線トランシーバであってもよい。
このような実施形態において、ネットワーク側インターフェース1102は、1つ以上のアン
テナ／放射要素を備える。たとえば、ネットワーク側インターフェース1102は、単一のア
ンテナ、複数の別個のアンテナ、またはたとえば単入力多出力（SIMO）、多入力単出力（
MISO）、多入力多出力（MIMO）などのマルチレイヤ通信用に構成されたマルチアンテナア
レイを、含むことができる。他の実施形態では、トランシーバ1100は、有線媒体、たとえ
ば、ツイストペアケーブル、同軸ケーブル、光ファイバなどを介して、シグナリングを送
受信する。特定の処理システムおよび／またはトランシーバは、図示された構成要素のす
べて、または構成要素のサブセットのみを利用してもよく、集積レベルは装置ごとに異な
ってもよい。
【００８９】
　一実施形態において、無線通信のための方法であって、方法は：第1エアインターフェ
ース構成をサポートするキャリアの第1パーティションを介して第1無線伝送を基地局によ
って通信するステップであって、キャリアの第1パーティションを介した第1無線伝送は、
第1物理データチャネルおよび第1物理データチャネル内のデータ伝送のための第1制御シ
グナリングを搬送する第1物理制御チャネルを含む、ステップと；第2エアインターフェー
ス構成をサポートするキャリアの第2パーティションを介して第2無線伝送を基地局によっ
て通信するステップであって、キャリアの第2パーティションを介した第2無線伝送は、第
2物理データチャネルおよび第2物理データチャネル内のデータ伝送のための第2制御シグ
ナリングを搬送する第2物理制御チャネルを含む、ステップと、を含む。
【００９０】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1制御シグナリングは
第1専用制御シグナリングであり、第2制御シグナリングは第2専用制御シグナリングであ
ることを規定する。
【００９１】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1無線伝送は、キャリ
アの第1パーティションへの初期アクセスを確立するための制御シグナリングの伝送をさ
らに含み、第2無線伝送は、キャリアの第2パーティションへの初期アクセスを確立するた
めの制御シグナリングの伝送をさらに含むことを規定する。
【００９２】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの第1パーティ
ションは、キャリアの第2パーティションと共通制御チャネルを共有しないことを規定す
る。
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【００９３】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1パーティションおよ
び第2パーティションは、キャリア内の異なるサブキャリアsにわたって確立されることを
規定する。
【００９４】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1パーティションおよ
び第2パーティションは異なる論理サブバンドにわたって確立され、異なる論理サブバン
ドはキャリアの異なるリソースブロックにマッピングされることを規定する。
【００９５】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：異なる論理サブバンドは
、互いに異なるホッピング周期を有することを規定する。
【００９６】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：異なる論理サブバンドは
、互いに異なる周波数ホッピングパターンを有することを規定する。
【００９７】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの第3パーティ
ションを介してエアインターフェース構成情報を伝送するステップであって、エアインタ
ーフェース構成情報は、第1パーティションを介して第1無線伝送を通信するために使用さ
れる第1エアインターフェース構成のパラメータ、および第2パーティションを介して第2
無線伝送を通信するために使用される第2エアインターフェース構成のパラメータを指定
する、ステップを規定する。
【００９８】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの第1パーティ
ションを介してエアインターフェース構成情報を伝送するステップであって、エアインタ
ーフェース構成情報は、第2パーティションを介して第2無線伝送を通信するために使用さ
れる第2エアインターフェース構成のパラメータを指定する、ステップを規定する。
【００９９】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：アインターフェース構成
情報は、第1エアインターフェース構成および第2エアインターフェース構成の異なるサブ
キャリア間隔、シンボル期間、サイクリックプレフィクス（CP）長、トランスポートブロ
ック期間、サブフレーム長、または帯域幅を指定することを規定する。
【０１００】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：エアインターフェース構
成情報は、キャリア上の第1パーティションおよび第2パーティションの異なる波形を指定
することを規定する。
【０１０１】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：エアインターフェース構
成情報は、キャリア上の第1パーティションおよび第2パーティションの異なるアクセス方
式を指定することを規定する。
【０１０２】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの第3パーティ
ションを介して負荷インジケータを伝送するステップであって、負荷インジケータは、キ
ャリア上の第1パーティションおよび第2パーティションでのトラフィックまたは輻輳の量
を示す、ステップを、さらに含むことを規定する。
【０１０３】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：負荷インジケータは、キ
ャリアの第1パーティションおよび第2パーティションのアクセス確率を判断するために、
ユーザ機器（UE）によって使用されることを規定する。
【０１０４】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1パーティションを介
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した第1無線伝送および第2パーティションを介した第2無線伝送を通信するために、同じ
エアインターフェース構成が使用されることを規定する。
【０１０５】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの第1パーティ
ションを介して伝送されたデータに関連付けられた第1ハイブリッド自動再送要求（HARQ
）シグナリングを受信するステップと、キャリアの第2パーティションを介して伝送され
たデータに関連付けられた第2HARQシグナリングを受信するステップと、をさらに含むこ
とを規定する。
【０１０６】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1無線伝送および第2無
線伝送は、異なるサブキャリア間隔を有することを規定する。
【０１０７】
　一実施形態において、プロセッサと；プロセッサによる実行のためのプログラミングを
格納する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、プログラミングは：キャリアの第
1パーティションを介して第1無線伝送を伝送することであって、キャリアの第1パーティ
ションを介した第1無線伝送は、第1物理データチャネルと、第1無線伝送の受信器におい
て第1物理データチャネルで搬送されたデータを複合するためのすべての物理制御シグナ
リングとを含む、伝送することと；キャリアの第2パーティションを介して第2無線伝送を
伝送することであって、キャリアの第2パーティションを介した第2無線伝送は、第2物理
データチャネルと、第2無線伝送の受信器において第2物理データチャネルで搬送されたデ
ータを複合するためのすべての物理制御シグナリングとを含む、伝送することと、を実行
する命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と、を備える基地局。
【０１０８】
　一実施形態において、無線通信のための方法であって、方法は：キャリアのアンカーパ
ーティションを介して初期アクセス情報をユーザ機器（UE）によって受信するステップで
あって、初期アクセス情報はキャリアの自己完結型パーティション内の初期アクセスのた
めのものである、ステップと；キャリアの多重自己完結型パーティションから自己完結型
パーティションの1つをUEによって選択するステップであって、自己完結型パーティショ
ンは、第1物理データチャネルと、第1物理データチャネル内のデータ伝送のための物理制
御チャネルと、を含む、ステップと；キャリアのアンカーパーティションを介して受信し
た初期アクセス情報にしたがって、キャリアの少なくとも1つの自己完結型パーティショ
ンを用いてUEによって通信するステップと、を含む。
【０１０９】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの自己完結型パ
ーティションの1つを選択するステップは、アンカーパーティションを介して通信された
負荷インジケータにしたがって、キャリアの自己完結型パーティションの1つを選択する
ステップを含むことを規定する。
【０１１０】
　一実施形態において、プロセッサと；プロセッサによる実行のためのプログラミングを
格納する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、プログラミングは：キャリアのア
ンカーパーティションを介して初期アクセス情報を受信することであって、初期アクセス
情報はキャリアの自己完結型パーティションにアクセスするためのものである、受信する
ことと；キャリアの自己完結型パーティションの1つを選択することと；キャリアのアン
カーパーティションを介して受信した初期アクセス情報にしたがってキャリアの選択され
た自己完結型パーティションにアクセスすることと、を実行する命令を含む、非一時的コ
ンピュータ可読記憶媒体と、を備えるユーザ機器。
【０１１１】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの自己完結型パ
ーティションの1つを選択する命令は、アンカーパーティションを介して通信された負荷
インジケータにしたがってキャリアの自己完結型パーティションの1つを選択する命令を
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含むことを規定する。
【０１１２】
　一実施形態において、無線通信のための方法であって、方法は：キャリアの第1パーテ
ィション内のリソースを介してスケジューリング情報をモバイル装置によって受信するス
テップであって、キャリアは複数のパーティションを有する、ステップと；スケジューリ
ングシグナリングにしたがって第1パーティション内のリソースを介してデータ伝送をモ
バイル装置によって通信するステップと；第1パーティション内のリソースを介して肯定
応答（ACK）をモバイル装置によって通信するステップであって、ACKはデータ伝送に応答
する、ステップと、を含む。
【０１１３】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：複数のパーティションは
、複数の重複しないパーティションであることを規定する。
【０１１４】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：データ伝送を通信するス
テップはデータ伝送を伝送するステップを含み、ACKを通信するステップはACKを伝送する
ステップを含むことを規定する。
【０１１５】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：データ伝送を通信するス
テップはデータ伝送を受信するステップを含み、ACKを通信するステップはACKを受信する
ステップを含むことを規定する。
【０１１６】
　一実施形態において、無線通信のための方法であって、方法は：第1エアインターフェ
ース構成をサポートするキャリアの第1パーティションを介して第1物理制御チャネル内の
第1専用制御シグナリングを基地局によって伝送するステップと；第1パーティションを介
して第1無線伝送を基地局によって通信するステップであって、キャリアの第1パーティシ
ョンを介した第1無線伝送は第1専用制御シグナリングにしたがうものである、ステップと
；第2エアインターフェース構成をサポートするキャリアの第2パーティションを介して第
2物理制御チャネル内の第2専用制御シグナリングを基地局によって伝送するステップと；
第2専用物理制御チャネルシグナリングにしたがって第2エアインターフェース構成をサポ
ートするキャリアの第2パーティションを介して第2無線伝送を基地局によって通信するス
テップと、を含む。
【０１１７】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1専用制御チャネルシ
グナリングは、キャリアの第1パーティションへの初期アクセスを確立するためのシグナ
リングを含み、第2専用制御チャネルシグナリングはキャリアの第2パーティションへの初
期アクセスを確立するためのシグナリングを含むことを規定する。
【０１１８】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの第1パーティ
ションは、キャリアの第2パーティションと共通制御チャネルを共有しないことを規定す
る。
【０１１９】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1パーティションおよ
び第2パーティションは、キャリア内の異なるサブキャリア周波数にわたって確立される
ことを規定する。
【０１２０】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1パーティションおよ
び第2パーティションは異なる論理サブバンドにわたって確立され、異なる論理サブバン
ドはキャリアの異なるリソースブロックにマッピングされることを規定する。
【０１２１】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：異なる論理サブバンドは
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、互いに異なるホッピング周期を有することを規定する。
【０１２２】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：異なる論理サブバンドは
、互いに異なる周波数ホッピングパターンを有することを規定する。
【０１２３】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの第3パーティ
ションを介してエアインターフェース構成情報を伝送するステップであって、エアインタ
ーフェース構成情報は、第1パーティションを介して第1無線伝送を通信するために使用さ
れる第1エアインターフェース構成のパラメータ、および第2パーティションを介して第2
無線伝送を通信するために使用される第2エアインターフェース構成のパラメータを指定
する、ステップをさらに含むことを規定する。
【０１２４】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：エアインターフェース構
成情報は、第1エアインターフェース構成および第2エアインターフェース構成の異なるサ
ブキャリア間隔、シンボル期間、サイクリックプレフィクス（CP）長、トランスポートブ
ロック期間、サブフレーム長、または帯域幅を指定することを規定する。
【０１２５】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：エアインターフェース構
成情報は、キャリア上の第1パーティションおよび第2パーティションの異なる中心周波数
を指定することを規定する。
【０１２６】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：エアインターフェース構
成情報は、キャリア上の第1パーティションおよび第2パーティションの異なる波形を指定
することを規定する。
【０１２７】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：エアインターフェース構
成情報は、キャリア上の第1パーティションおよび第2パーティションの異なるアクセス方
式を指定することを規定する。
【０１２８】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：キャリアの第3パーティ
ションを介して負荷インジケータを伝送するステップであって、負荷インジケータは、キ
ャリア上の第1パーティションおよび第2パーティションでのトラフィックまたは輻輳の量
を示す、ステップをさらに含むことを規定する。
【０１２９】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：負荷インジケータは、キ
ャリアの第1パーティションおよび第2パーティションのアクセス確率を判断するために、
ユーザ機器（UE）によって使用されることを規定する。
【０１３０】
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1パーティションを介
した第1無線伝送および第2パーティションを介した第2無線伝送を通信するために、同じ
エアインターフェース構成が使用されることを規定する。
　選択的に、上記態様のいずれかにおいて、態様の別の実施は：第1無線伝送は、キャリ
アの第1パーティションを介して伝送されたデータに関連付けられたハイブリッド自動再
送要求（HARQ）シグナリングをさらに搬送し、第2無線伝送は、キャリアの第2パーティシ
ョンを介して伝送されたデータに関連付けられたHARQシグナリングをさらに搬送すること
を規定する。
【０１３１】
　本明細書において提供される実施形態の方法の1つ以上のステップは、対応するユニッ
トまたはモジュールによって実行されてもよいことが、理解されるべきである。たとえば
、信号は、伝送ユニットまたは伝送モジュールによって伝送されてもよい。信号は、受信
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ユニットまたは受信モジュールによって受信されてもよい。信号は、処理ユニットまたは
処理モジュールによって処理されてもよい。他のステップは、送信ユニット／モジュール
、選択ユニット／モジュール、割り当てユニット／モジュール、インクリメントユニット
／モジュール、デクリメントユニット／モジュール、および／またはアクセスユニット／
モジュールによって実行されてもよい。それぞれのユニット／モジュールは、ハードウェ
ア、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせであってもよい。たとえば、1つ以上のユ
ニット／モジュールは、フィールドプログラマブルゲートアレイ（FPGA）または特定用途
向け集積回路（ASIC）などの集積回路であってもよい。
【０１３２】
　本発明は例示的な実施形態を参照して説明されてきたが、この説明は限定的な意味で解
釈されることを意図していない。例示的な実施形態の様々な変形例および組み合わせ、な
らびに本発明の他の実施形態は、説明を参照すれば当業者にとって明らかになるであろう
。したがって、添付の請求項は、そのような変形例または実施形態を包含することが意図
される。
【符号の説明】
【０１３３】
　　100　無線ネットワーク
　　101　カバレッジエリア
　　110　基地局
　　120　モバイル装置
　　130　バックホールネットワーク
　　200　キャリア
　　210　自己完結型パーティション
　　220　自己完結型パーティション
　　230　自己完結型パーティション
　　240　自己完結型パーティション
　　300　キャリア
　　310　自己完結型パーティション
　　320　自己完結型パーティション
　　330　自己完結型パーティション
　　315　ブロードキャストチャネル（BCH）インジケータ
　　350　アンカーパーティション
　　400　負荷インジケータ
　　410　負荷インジケータ
　　420　負荷インジケータ
　　430　負荷インジケータ
　　500　キャリア
　　510　物理自己完結型パーティション
　　520　物理自己完結型パーティション
　　530　論理自己完結型パーティション
　　540　論理自己完結型パーティション
　　550　論理自己完結型パーティション
　　560　論理自己完結型パーティション
　　570　論理自己完結型パーティション
　　580　論理自己完結型パーティション
　　1000　処理システム
　　1004　プロセッサ
　　1006　メモリ
　　1010　インターフェース
　　1011　インターフェース
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　　1012　インターフェース
　　1013　インターフェース
　　1014　インターフェース
　　1100　トランシーバ
　　1102　ネットワーク側インターフェース
　　1104　カプラ
　　1106　送信器
　　1108　受信器
　　1110　信号プロセッサ
　　1112　装置側インターフェース
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【図２】

【図３】
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